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istory 

浜
離
宮

　
徳
川
将
軍
家
の
庭
園

　

中
央
区
浜
離
宮
庭
園
一
の
一
、-

最
寄
の
駅
は
、

ゆ
り
か
も
め
、
都
営
大
江
戸
線「「
汐
留
」
駅
下

車
。
都
会
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
都
民
お
よ
び
観

光
客
の
散
策
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
親
し
ま
れ
て
お

り
、
水
上
バ
ス
が
発
着
す
る
な
ど
ア
ク
セ
ス
も

良
い
。

　

海
水
を
引
き
入
れ
た
潮
入
り
の
池
と
、
二
つ

の
鴨
場
を
も
ち
、
江
戸
城
の「「
出
城
」
と
し
て
、

徳
川
将
軍
家
の
庭
園
だ
っ
た
が
、
明
治
維
新
の

の
の
ち
は
皇
室
の
離
宮
と
な
り
、
昭
和
二
十
年

（1945

）
東
京
都
に
下
賜
さ
れ
た
。
関
東
大

震
災
で
損
傷
し
た
建
物
、
樹
木
の
整
備
の
の
ち

公
開
さ
れ
、
昭
和
二
十
七
年 

（1952

）
国
の

特
別
名
称
お
よ
び
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。

　　

潮
入
の
池
と
は
、
海
水
を
導
き
、
潮
の
満

ち
干
に
よ
っ
て
池
の
趣
を
変
え
る
も
の
で
、
海

辺
の
庭
園
で
用
い
ら
れ
て
き
た
様
式
で
、
か
つ

て
は
旧
芝
離
宮
恩
賜
庭
園
、
清
澄
庭
園
、
旧

安
田
庭
園
な
ど
も
潮
入
の
池
だ
っ
た
が
、
実
際

に
海
水
が
出
入
り
す
る
の
は
、
こ
こ
だ
け
に
な

っ
た
。

　

寛
永
年
間(1624~1644) 

ま
で
は
、
将
軍

家
の
鷹
狩
場
で
、一
面
ア
シ
が
生
い
繁
っ
て
い
た
。

初
め
て
屋
敷
を
建
て
た
の
は
、
四
代
将
軍
家
綱

の
弟
、
甲
府
宰
相
の
松
平
綱
重
で
、
承
応
三

年(1654)

、
将
軍
か
ら
海
を
埋
め
立
て
て
別

邸
を
建
て
る
許
し
を
得
た
。
甲
府
浜
屋
敷
ま
た

は
海
手
屋
敷
と
呼
ば
れ
、
そ
の
後
、
綱
重
の

子
供
の
綱
豊(

家
宣
）
が
六
代
将
軍
に
な
っ
た

の
を
機
に
、
将
軍
家
の
別
邸
と
な
り
、
名
称

も
浜
御
殿
と
改
め
ら
れ
た
。

　

以
来
、歴
代
将
軍
に
よ
っ
て
幾
度
か
の
造
園
、

改
修
工
事
が
行
な
わ
れ
、
十
一
代
将
軍
家
斉
の

と
き
に
ほ
ぼ
現
在
の
姿
の
庭
園
が
完
成
し
た
。

　

浜
離
宮
は
、
潮
入
り
の
池
や
鴨
場
を
中
心

に
し
た
南
庭
と
、
明
治
時
代
以
降
に
造
ら
れ
た

北
庭
と
に
大
別
さ
れ
る
が
、「
お
伝
い
橋
」
の

か
か
る
潮
入
り
の
池
や
鴨
場
等
に
は
、
い
ま
な

お
往
時
の
面
影
を
残
し
て
い
て
、
江
戸
時
代
に

発
達
し
た
大
名
庭
園
を
代
表
す
る
貴
重
な
文

化
財
と
な
っ
て
い
る
。　
　
　

　　

庭
園
の
主
な
植
物
と
し
て
、
ク
ロ
マ
ツ
、
タ

ブ
ノ
キ
、
ト
ウ
カ
エ
デ
、
サ
ト
ザ
ク
ラ
、
サ
ル
ス

ベ
リ
、
モ
ミ
ジ
、
ケ
ヤ
キ
、
エ
ノ
キ
、
ハ
ゼ
ノ
キ
、

ウ
メ
、
ツ
バ
キ
、
ボ
タ
ン
、
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
、
ア

ジ
サ
イ
、
サ
ツ
キ
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
で
、
約
六
千
本
、

特
に
黒
松
の
美
し
さ
が
目
立
つ
。
大
手
門
橋
を

渡
っ
て
す
ぐ
、
三
百
年
の
松
が
、
太
い
枝
を
低

く
張
り
出
し
、
い
ま
な
お
堂
々
た
る
姿
を
見
せ

て
い
る
。
い
ま
か
ら
約
三
百
年
前
、
六
代
将
軍

家
宣
が
、
庭
園
を
改
修
し
た
と
き
、
記
念
に
植

え
た
松
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

東
京
湾
に
面
し
た
水
門
近
く
の
山
、「
新
樋
の

口
山
」
は
、
湾
内
を
一
望
で
き
る
絶
景
の
ポ
イ

ン
ト
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た 

「
中
島
の
御
茶

屋
」
は
宝
永
四
年 

（1707

）
に
建
て
造
ら
れ
、

将
軍
た
ち
は
、
庭
園
の
眺
望
を
堪
能
し
休
憩
所

で
、
現
在
の
建
物
は
、
昭
和
五
十
八
年
に
復
元

さ
れ
た
も
の
。

　

潮
入
り
の
池
の
岸
か
ら
、
こ
の
茶
屋
を
挟
ん

で
、 「
小
の
字
島
」と
を
つ
な
ぐ「
お
伝
い
橋
」は
、

延
長
百
十
八
米
も
の
総
檜
造
り
の
橋
で
、
平
成

九
年 

（1997

）
に
架
け
替
え
ら
れ
た
。
周
囲
の

黒
松
を
配
し
て
、
東
京
タ
ワ
ー
を
は
じ
め
、
そ

そ
り
立
つ
高
層
ビ
ル
の
眺
め
は
、
江
戸
時
代
と

同
居
し
た
ま
さ
に
現
代
の
景
観
と
な
っ
て
い
る
。

築地川に沿った大手門橋 （浜離宮の出入口）三百年の松

潮入りの池　横堀

将軍お上り場付近で
樋
の
口
山
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